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⃝
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人
の

議
員

が
町

政
を

問
う

（
一

般
質

問
） ……

…
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９

　
令
和
５
年
５
月
８
日
に
初
議
会
（
臨
時
議
会
）

が
開
か
れ
、
新
人
２
名
が
加
わ
っ
た
、
１
０
名
で

の
新
た
な
議
会
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

［
令
和
５
年
５
月
８
日
撮
影
］
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教育民生常任委員会
教育委員会、その他教育行政に関する事項、福
祉課、健康保険課、その他社会福祉に関する事項
を所管します。

総務経済常任委員会
総務課、企画財政課、税務住民課、生活環境課、

産業振興課、建設課、ガス課、会計課等、及び教
育民生常任委員会に属しない事項を所管します。

新しい議会構成決まる
議長に松野唱平、副議長に河野康二郎

臨
時
議
会

令
和
５
年
第
１
回
臨
時

議
会
は
、
5
月
8
日
に
招

集
さ
れ
、
１
日
の
会
期
で

開
き
ま
し
た
。

こ
の
議
会
で
は
、
町
長

か
ら
、
専
決
処
分
の
承
認

２
件
、
議
案
３
件
が
提
出

さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
、

承
認・可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
会
改
選
後
、

初
め
て
の
議
会
で
あ
り
、

議
長
を
は
じ
め
と
す
る
議

会
の
各
常
任
委
員
会
、
議

会
運
営
委
員
会
、
広
報
特

別
委
員
会
な
ど
、
新
た
な

議
会
人
事
が
決
定
し
ま
し

た
。

　
　

 

議
長　

松
野
唱
平

私
ど
も
は
、
議
員
各
位

の
温
か
い
ご
推
挙
を
賜

り
、
議
長
及
び
副
議
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
。
身

に
余
る
光
栄
で
あ
る
と
同

時
に
、
そ
の
責
任
の
重
さ

に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
本
町
に
お
い
て

は
、
人
口
減
少
に
な
か
な

か
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い

状
況
で
あ
り
、
町
の
活
性

化
に
は
、
空
き
家
の
活
用

や
西
部
工
業
団
地
計
画
跡

地
の
有
効
活
用
が
町
の
将

来
の
行
く
末
を
変
え
る
重

要
案
件
と
考
え
て
お
り
ま

す
。執

行
部
と
と
も
に
町
発

展
に
つ
な
が
る
よ
う
に
、

よ
り
よ
い
活
用
を
見
出
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
議
会
に
対
し
、ご
理
解・

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議　長
松野　唱平

副議長
河野　康二郎

常任委員会委員の紹介

板倉 正勝
いたくら まさかつ

無所属

加藤 喜男
かとう よしお

無所属

○鈴木 ゆきこ
すずき ゆきこ

公明党

○太田 久之
おおた ひさゆき

無所属

松野 唱平
まつの しょうへい

無所属

河野 康二郎
こうの こうじろう

無所属

◎宮﨑 裕一
みやざき ゆういち

無所属

◎岩瀬 康陽
いわせ こうよう

無所属

森川 剛典
もりかわ よしのり

無所属

御園生　明
みその あきら

無所属

◎委員長
○副委員長

就
任
に
あ
た
っ
て

第１回
臨時議会
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県
内
全
市
町
村
の
75
歳

以
上
の
高
齢
者
等
を
保
険

者
と
す
る
、
独
立
し
た
医

療
保
険
体
制
で
運
営
を

行
っ
て
い
る
広
域
連
合
議

会
に
お
い
て
、
議
案
等
を

審
議
し
ま
す
。

議
会
の
内
容
を
広
く
住

民
に
伝
え
る
た
め
、
調
査

検
討
を
行
い
、年
４
回「
議

会
だ
よ
り
」
を
発
行
し
ま

す
。

共
同
処
理
す
る
こ
と
が

効
果
的
で
あ
る
水
道
、
廃

棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
、

消
防
、
病
院
、
火
葬
場
、

斎
場
の
設
置
・
管
理
な
ど

長
生
郡
市
圏
域
住
民
に
密

着
し
た
業
務
を
行
っ
て
い

る
組
合
議
会
に
お
い
て
、

議
案
等
を
審
議
し
ま
す
。

　委員（6 名）

◎森川　剛典
○御園生　明
　板倉　正勝
　岩瀬　康陽
　河野　康二郎
　宮﨑　裕一

　

松
崎　

剛
忠　

様

　

和
田　

和
夫　

様

　

丸
島　

な
か　

様

　

林　
　

義
博　

様

　委員（5 名）

◎加藤 喜男
○太田 久之
　森川 剛典
　河野 康二郎
　鈴木 ゆきこ

（2 名）

松野　唱平
御園生　明

（1 名）

加藤　喜男

議
会
の
運
営
に
関
す
る

事
項
、議
会
の
会
議
規
則
、

委
員
会
条
例
等
に
関
す
る

事
項
、
議
長
の
諮
問
に
関

す
る
調
査
を
行
い
、議
案
、

陳
情
等
を
審
査
し
ま
す
。

町
発
展
の
た
め
、
ご
尽

力
い
た
だ
い
た
、
４
名
の

方
々
が
任
期
満
了
に
よ

り
、
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
と
も
地
域
等
で
の

ご
活
躍
を
ご
期
待
申
し
上

げ
ま
す
。

臨
時
議
会

◎委員長
○副委員長各種委員会の委員紹介

議
会
運
営
委
員
会

退
任
議
員
の
紹
介

長
生
郡
市
広
域
市
町
村

圏
組
合
議
会
議
員

議
会
広
報
特
別
委
員
会

千
葉
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
議
会
議
員

　令和５年長南町議会第１回臨時議会 議決結果
議案番号 件　名 内　容 議決の結果（※１）

承　認
第１号

専決処分の承認を求めること
について

（令和４年度長南町一般会計補
正予算（第７号））

工事費に係る負担金の繰越が必要となり、急施を
要するものと認め、専決処分をしたことから、議
会の承認を求めるもの

承　認
賛 (9)
否 (0)

承　認
第２号

専決処分の承認を求めること
について

（長南町税条例の一部を改正す
る条例の制定について）

地方税法等の一部を改正する法律が公布され、令
和 5 年 4 月 1 日から施行されることに伴い、急
施を要するものと認め、専決処分をしたことから、
議会の承認を求めるもの

承　認
賛 (9)
否 (0)

議　案
第１号

長南町給食所設置条例の一部
を改正する条例の制定につい
て

議員定数の変更等により、運営委員会の組織の見
直しを図ることから、条例の一部を改正するもの

原案可決
賛 (9)
否 (0)

議　案
第２号

令和５年度長南町一般会計補
正予算（第１号）について

歳入歳出それぞれに 318 万 5 千円を追加、
予算総額を 48 億 1,218 万 5 千円に

（子育て世帯生活支援特別給付事業）

原案可決
賛 (9)
否 (0)

議　案
第３号

監査委員の選任につき同意を
求めることについて

議会選出の監査委員に、岩瀬康陽議員 を選任する
ことに同意しました

原案可決（※２）
賛 (8)
否 (0)

※１ 議長は議事進行を行うため、採決に加わりません。在職議員 10 名（議員定数 10 名）
※２ 議案第 3 号について、岩瀬康陽議員は選任候補者のため、採決に加わりません。
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１�　

旧
庁
舎
解
体
工
事
に
つ
い
て

は
、
安
全
面
に
十
分
注
意
を
払

い
、
来
庁
者
の
利
便
性
を
損
な

う
こ
と
の
無
い
よ
う
実
施
を
さ

れ
、
そ
の
他
の
大
規
模
事
業
の

執
行
に
あ
た
っ
て
も
補
助
金
交

付
金
等
の
特
定
財
源
の
活
用
を

徹
底
し
、
将
来
的
な
財
政
状
況

の
悪
化
を
招
か
な
い
よ
う
引
き

続
き
努
め
ら
れ
た
い
。

２�　

町
の
ま
ち
づ
く
り
の
イ
メ
ー

ジ
を
誰
に
で
も
わ
か
り
や
す
く

示
す
た
め
に
、
第
５
次
総
合
計

画
に
基
づ
く
「
ま
ち
づ
く
り
計

画
図
」
の
早
期
作
成
を
図
り
、

町
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
町

の
活
性
化
に
努
め
ら
れ
た
い
。

３�　

町
有
地
へ
の
企
業
誘
致
や
空

き
家
・
空
き
店
舗
を
活
用
し
た

起
業
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
に

よ
る
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
推
進

な
ど
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
を
見
据

え
た
雇
用
創
出
に
取
り
組
ま
れ

た
い
。

４�　

巡
回
バ
ス
廃
止
に
伴
い
、
高

齢
者
の
多
い
本
町
の
重
要
な
足

と
し
て
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

の
利
便
性
の
向
上
を
図
り
、
地

域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
の

協
議
内
容
を
踏
ま
え
、
地
域
公

共
交
通
の
確
立
に
努
め
ら
れ
た

い
。

５�　

持
続
的
な
農
地
利
用
に
資
す

る
た
め
、「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

を
基
礎
と
し
た
地
域
計
画
策
定

の
推
進
を
図
り
、
国
県
の
補
助

制
度
を
活
用
し
た
新
規
就
農
者

の
確
保
、
育
成
に
努
め
ら
れ
た

い
。

６�　

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に

向
け
た
地
球
温
暖
化
防
止
対
策

と
し
て
、
家
庭
に
お
け
る
照
明

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
推
進
す
る
た
め
、

「
わ
が
家
の
エ
コ
電
補
助
金
」
を

広
く
住
民
へ
周
知
す
る
よ
う
努

め
ら
れ
た
い
。

７�　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営

に
あ
た
っ
て
は
、
保
護
者
が
安

心
し
て
預
け
ら
れ
る
よ
う
、
ま

た
児
童
が
安
全
に
過
ご
せ
る
よ

う
十
分
配
慮
し
、
小
中
学
校
及

び
町
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
の

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
児

童
の
健
全
育
成
を
図
ら
れ
た
い
。

８�　

長
南
町
支
援
対
象
児
童
等
見

守
り
強
化
事
業
に
つ
い
て
は
、

子
育
て
応
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
子
ど
も
や
保
護
者
の
困

り
ご
と
を
早
期
に
発
見
し
、
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
問
題

解
決
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

本
町
も
共
働
き
世
帯
が
増
え
て

い
る
の
で
、
一
層
の
充
実
を
図

ら
れ
た
い
。

９�　
５
月
８
日
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
法
的
な
位

置
づ
け
が
２
類
か
ら
５
類
相
当

へ
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
よ
り
一
層
関
係
機
関
と
の

連
携
を
図
り
、
診
療
体
制
の
確

立
に
努
め
ら
れ
た
い
。

10�　

学
校
給
食
の
調
理
業
務
の
委

託
に
つ
い
て
は
、
引
続
き
安
全
・

安
心
な
給
食
を
安
定
的
か
つ
継

続
的
に
提
供
で
き
る
よ
う
、
指

導
・
監
督
に
努
め
ら
れ
た
い
。

11�　

生
涯
学
習
・
公
民
館
事
業
に

つ
い
て
は
、
３
年
に
及
ん
だ
コ

ロ
ナ
禍
か
ら
の
脱
却
を
見
据
え
、

町
民
が
積
極
的
に
生
涯
学
習
に

参
加
で
き
る
よ
う
、
更
な
る
事

業
の
充
実
を
図
ら
れ
た
い
。

 （　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

）

　
1
～
6　
総
務
経
済
関
連

　
7
～
11　
教
育
民
生
関
連

令和 5年第 1回定例議会は、3月 6日に招集
され、15日までの 10日間の会期で開きました。
この議会では、令和 5年度当初予算をはじめ、

条例の制定 2件、一部改正 6件、過疎地域持続
的発展計画の変更１件、財産の無償貸付１件、
補正予算 6件、人権擁護委員候補者の推薦１件
の計 24 議案のほか、議員発議 2件について審
議しました。
令和５年度一般会計予算においては、内容が

複雑多岐にわたるため、議長を除く 11 名全員
で予算特別委員会を設置し、審査を行いました。
審査の結果、全ての議案において、原案のと

おり可決・適任と認めることとなりました。

委員長に森川剛典議員、副委員長に河野康二郎議員を選出しました。審査の結果、
次の意見・要望を図ることを付して、賛成多数をもって可決すべきものと決定し
ました。

令和５年度予算審査の流れ

令和５年度一般会計予算
48 億 900 万円（対前年度増減率 8.0％減）
特別会計 35 億 4,671 万円（対前年度増減率 3.2% 減）
予算総額 83 億 5,571 万円（対前年度増減率 6.0% 減）

町長からの予算案の提出

本会議
・予算特別委員会へ付託

本会議
・予算特別委員会委員長報告
・質疑・討論　⇨　議案採決

予算特別委員会
・質疑・討論　⇨　議案採決

可決

全ての議案で
原 案 可 決 に

第１回
定例議会

予算特別
委 員 会

予
算
特
別
委
員
会
か
ら
の
意
見
・
要
望
事
項

定
例
議
会
・
予
算
特
別
委
員
会

≪令和５年度一般会計予算≫
町に対して意見・要望事項を付し、賛成多数で可決
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令和５年長南町議会第１回定例議会 議決結果
議案番号 件　名 内　容 議決の結果（※）

議　案
第１号

長南町個人情報の保護に関す
る法律施行条例の制定につい
て

デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備
に関する法律が、令和３年に公布され、地方公共
団体等における個人情報等の取扱いに関する規律
を法で規定することとなったため、条例を新たに
制定しようとするもの

原案可決
賛 (10)
否 (1) 和田

反対討論　町がこれまで築いてきた制度を守るべきです（和田）
　現在の個人情報保護条例は廃止して、国の言う法施行条例にというもので、町
がこれまで築いてきた個人情報保護制度の到達点を白紙にさせる、「共通化」「一
元化」のねらいがあるため、反対します。
賛成討論　個人情報の保護を確保する必要から法律改正している（林）
　社会全体のデジタル化に伴い、自治体毎に保護条例の規定や運用に相違がある
保護水準の不均衡を是正するため、国は全国共通の個人情報の保護を確保する必
要から法律改正が行われたものであり、賛成します。

議　案
第２号

長南町情報公開・個人情報保
護審査会条例の制定について

（議案第１号に同じ）

原案可決
賛 (10)
否 (1) 和田

反対討論　町がこれまで築いてきた制度を守るべきです（和田）
　議案第１号と同様に、町がこれまで築いてきた個人情報保護制度の到達点を白
紙にさせる、「共通化」「一元化」のねらいがあるため、反対します。
賛成討論　個人情報の保護を確保する必要から法律改正している（林）
　デジタル社会の形成を図るため、現行の長南町情報公開・個人情報保護審査会
の規定を廃止し、新たに審査会の設置及び調査審議の手続き等を定めるものであ
ることから賛成します。

議　案
第３号

長南町一般職の職員の給与等
に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について

55 歳を超える職員の昇給制度について、国の勧
告により県では令和５年４月１日から昇給停止と
することから、本町においても、令和５年４月１
日から原則昇給停止とするため、条例の一部を改
正しようとするもの

原案可決
賛 (11)
否 (0)

議　案
第４号

特別職の職員で非常勤のもの
の報酬及び費用弁償に関する
条例の一部を改正する条例の
制定について

鳥獣被害対策実施隊に係る報酬日額を改定するた
め、条例の一部を改正しようとするもの

原案可決
賛 (11)
否 (0)

議　案
第５号

長南町給食所設置条例の一部
を改正する条例の制定につい
て

令和５年４月からの給食所調理業務の委託に伴
い、管理体制及び職員の配置について、条例の
一部を改正しようとするもの

原案可決
賛 (11)
否 (0)

議　案
第６号

長南町子ども・子育て会議条
例の一部を改正する条例の制
定について

「子ども・子育て支援法」の一部改正により、
子ども・子育て会議の設置等に関する規定が削
られたことにより、本条例の引用条文に条ずれ
が生じたことから、条例の一部を改正しようと
するもの

原案可決
賛 (11)
否 (0)
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議案番号 件　名 内　容 議決の結果（※）

議　案
第７号

長南町家庭的保育事業等の設
備及び運営に関する基準を定
める条例等の一部を改正する
条例の制定について

児童福祉法等の一部を改正する法律において、「児
童の安全の確保」に関するものについては、国が定
める基準に従わなければならないとする改正が行わ
れたため、条例の一部を改正しようとするもの

原案可決
賛 (11)
否 (0)

議　案
第８号

長南町国民健康保険条例の一
部を改正する条例の制定につ
いて

健康保険法施行令等の一部を改正する政令が、令
和５年２月１日に公布され、令和５年４月１日か
ら出産育児一時金の支給額が見直されることから、
条例の一部を改正しようとするもの

原案可決
賛 (11)
否 (0)

議　案
第９号

長南町過疎地域持続的発展計
画を変更することについて

令和３年９月に策定した、長南町過疎地域持続的
発展計画（令和３年度～令和７年度の５カ年計画）
に新たな事業を追加するため、変更するもの

原案可決
賛 (8)
否 (3) 板倉､ 加藤
　　  和田

反対討論　生産・加工・流通・販売するには無理がある（和田）
　農産物直売場は販売に左右され、町内のものが生産・加工・流通・販売するこ
とは持続的には多少むりがあると考えます。
賛成討論　合意形成が図られていると考えられるので賛成（宮﨑）
　過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法に基づく千葉県との協議、及
びまちづくり委員会の承認手続を経ており、必要な手続と合意形成が図られてい
ると考えられるため、賛成します。

議　案
第10号

財産の無償貸付につき議決を
求めることについて

旧西小学校について、引き続き土地と建物、附属物、
構築物を無償貸付するため、議決を求めるもの
【相手方】株式会社マイナビ不動産
【期　間】令和５年４月１日から
　　　　　令和１０年３月３１日まで（５年間）

原案可決
賛 (8)
否 (3) 板倉､ 加藤
　　  和田

反対討論　契約書案を議会に提出するべき（和田）
　契約書案を議会に提出する考えがこれまでどおりないことや、カフェに提供す
るメニューの金額が高いと感じることから、反対します。
反対討論　無償での貸付に反対（板倉）
　5 年、10 年と経過すれば、施設の老朽化も激しくなり、修繕工事等々も増えて
くることを踏まえ、貸付相手方に反対はしませんが、無償での貸付に反対します。

賛成討論　今後の発展性も期待できるものと考え賛成（林）
　㈱マイナビ不動産は、コロナ禍にあっても、旧西小学校をしっかりと守ってこ
られました。実績・貢献度は高く評価すべきであり、今後の発展性も大いに期待
できるものと考え、賛成します。
賛成討論　交流人口増加への取組みに期待（宮﨑）
　人材大手企業のマイナビグループ企業であり、安定的かつ健全な会社運営で推
移し、雇用の創出、地域経済の活性化、地域貢献に取組む姿勢が見られることや、
今後ドームハウスやグランピングの実施を計画しており、交流人口増加への取組
みが期待できると考えられるため、賛成します。

議　案
第11号

令和４年度長南町一般会計補
正予算（第６号）について

歳入歳出それぞれに 3 億 9,342 万 1 千円を追加、
予算総額を 63 億 774 万 2 千円に

（事務事業の精算、人件費精算、基金への積立金の
追加）

原案可決
賛 (11)
否 (0)
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議案番号 件　名 内　容 議決の結果（※）

議　案
第12号

令和４年度長南町国民健康保
険特別会計補正予算（第２号）
について

歳入歳出それぞれに 1,439 万円を追加、
予算総額を 11 億 3,739 万円に

（財政調整基金への積立）

原案可決
賛 (11)
否 (0)

議　案
第13号

令和４年度長南町介護保険特
別会計補正予算（第２号）に
ついて

歳入歳出それぞれから 6,915 万 5 千円を減額、
予算総額を 10 億 9,288 万 8 千円に

（介護給付費等の調整）

原案可決
賛 (11)
否 (0)

議　案
第14号

令和４年度長南町笠森霊園事
業特別会計補正予算（第３号）
について

歳入歳出それぞれに 839 万 9 千円を追加、
予算総額を 7,873 万 5 千円に

（財政調整基金への積立）

原案可決
賛 (11)
否 (0)

議　案
第15号

令和４年度長南町農業集落排
水事業特別会計補正予算（第
４号）について

歳入歳出それぞれから 410 万円を減額、
予算総額を 2 億 4,168 万 9 千円に

（豊栄東部地区排水管新設工事費の精算）

原案可決
賛 (11)
否 (0)

議　案
第16号

令和４年度長南町ガス事業会
計補正予算（第２号）につい
て

収益的収入　2,113 万 6 千円を減額、
収益的支出　1,602 万 1 千円を減額、
資本的収入　補正なし、
資本的支出　7 千円を追加

（ガス売上及び人件費の精算）

原案可決
賛 (11)
否 (0)

議　案
第17号

令和５年度長南町一般会計予
算について

当初予算総額は 48 億 900 万円に
増減率▲ 8.0%（4 億 1,600 万円）

原案可決
賛 (10)
否 (1) 和田

反対討論　小学校の跡地活用は議会に契約書を見せるように（和田）
　給食費無償化は子どもを育てる親の負担を少なくしたことで大変喜ばれていま
す。小学校用地の跡地活用は議会に契約書を見せないし、必要な修理は借りる側
でおこなうべきです。
賛成討論　住民福祉向上寄与が期待できる内容であるため賛成（林）
　自主財源の確保が厳しい中、特定財源等の確保に努めていることが伺えます。
庁舎跡地整備計画関連を含め、「わが家のエコ電補助金」や「森林整備事業補助金」
など、住民福祉向上寄与が期待できる内容であり賛成します。

議　案
第18号

令和５年度長南町国民健康保
険特別会計予算について

当初予算総額は 11 億 2,900 万円に
増減率 0.6%（700 万円）

原案可決
賛 (10)
否 (1) 和田

反対討論　子どもの均等割の対象年齢引き上げるように（和田）
　払えない医療費の窓口負担に対する町の国保法第 44 条、町長が認める減免制
度の拡充が必要です。子どもの均等割の対象年齢の範囲を広げる事と軽減割合の
拡充を求めます。
賛成討論　県が国民健康保険運営の責任主体（河野）
　国民健康保険制度は、県が財政運営の責任主体となり、財政運営や事業運営に
おいて中心的な役割を担っています。
　令和５年度予算は、住民の健康を守り、国民皆保険を維持していくための予算
ですので、賛成するものです。

（注）内容中の「▲」はマイナスを表す。
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議案番号 件　名 内　容 議決の結果（※）

議　案
第19号

令和５年度長南町後期高齢者
医療特別会計予算について

当初予算総額は 1 億 4,510 万円に
増減率 4.9%（680 万円）

原案可決
賛 (10)
否 (1) 和田

反対討論　窓口負担が２割になって大変（和田）
　窓口負担が１割から２割に引き上げられ多くの人が困っています。国が責任を
果たす社会保障としての医療制度に転換することを求めます。
賛成討論　後期高齢者医療特別会計予算は妥当である（岩瀬）
　千葉県後期高齢者医療広域連合において、全県下を見据えた中で示された額に
基づき編成されており、後期高齢者医療制度を維持し運営するために必要不可欠
なもので、妥当と判断されるので賛成します。

議　案
第20号

令和５年度長南町介護保険特
別会計予算について

当初予算総額は 10 億 7,600 万円に
増減率▲ 5.8%（6,600 万円）

原案可決
賛 (10)
否 (1) 和田

反対討論　町からの繰入を増やし、国の国庫負担の増額を（和田）
　一般会計からの繰入金を増やすこと、国からの国庫負担を大幅に引き上げを求
めます。
賛成討論　適正と判断し賛成（御園生）
　有効的に基金を取り崩し、第１被保険者の保険料を抑制し、安定した保険運営
とするための配慮や、包括的支援事業として認知症総合支援事業や生活支援体制
整備事業などの経費も計上されていることから適正と判断し、賛成します。

議　案
第21号

令和５年度長南町笠森霊園事
業特別会計予算について

当初予算総額は 6,990 万円に
増減率 1.6%（110 万円）

原案可決
賛 (11)
否 (0)

議　案
第22号

令和５年度長南町農業集落排
水事業特別会計予算について

当初予算総額は 2 億 2,680 万円に
増減率▲ 4.8%（1,150 万円）

原案可決
賛 (11)
否 (0)

議　案
第23号

令和５年度長南町ガス事業会
計予算について

収益的収支　支出総額は 7 億 1,033 万円に
増減率▲ 0.6%（446 万円）
資本的収支　支出総額は 1 億 8,958 万円に
増減率▲ 20.9%（5,000 万円）

原案可決
賛 (11)
否 (0)

議　案
第24号

人権擁護委員候補者の推薦に
つき意見を求めることについ
て

令和 4 年 10 月から委員が欠員になっていたこと
から、新たに三上智子（みかみともこ）氏を人権
擁護委員に推薦した

適任と認める
賛 (11)
否 (0)

発　議
第１号

長南町議会の個人情報の保護
に関する条例の制定について

個人情報保護法の改正により、議会は令和５年４
月１日から個人情報保護法の規定が適用対象外と
なることから、引き続き、本町議会の個人情報を
適正に取り扱うため、新たに条例を制定するもの 原案可決

賛 (9)
否 (2) 加藤、和田

反対討論　仮名の加工情報や匿名の加工情報の文言は不要（和田）
　仮名の加工情報や匿名の加工情報について、情報が照合され、AI で分析されれ
ば個人が特定されることが十分に考えられることから、反対します。

発　議
第２号

長南町議会委員会条例の一部
を改正する条例の制定につい
て

長南町行政組織条例が改正されたことに伴い、条
例の所管に一部変更が生じるため、条例の一部を
改正しようとするもの

原案可決
賛 (11)
否 (0)

※ 議長は議事進行を行うため、採決に加わりません。在職議員 12 名（議員定数 13 名）［令和 5 年第 1 回定例会時］

（注）内容中の「▲」はマイナスを表す。
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ここが聞きたい！

一般質問は、質問者本人の原稿をそのまま掲載しています。
□印の質問は掲載された質問ですが、★印は紙面の都合により掲載していません。
詳しくは、議会ホームページの会議録をご覧ください。

定例会の２日目及び３日目に一般質問が行われ、７人の議員が町政について質問しました。
件名について掲載いたします。
なお、一般質問は町政全般について、希望する議員が質問や提言を行うもので、制限時間は１人

につき１時間です。

７人の議員が一般質問を行う

町
政
を

　う

町
政
を

　う
問問

丸島 なか　議員
　□ 子育て支援について
　□ リトルベビーハンドブックについて　□ マイタイムラインについて
　□ エンディングノートについて　　　　□ 子どもの制服等について
　★ ディスレクシアについて
和田 和夫　議員
　□ 小・中学校への入学時に祝い金の支給を
　□ 奨学金の返済制度について　　　　□ 加齢性難聴に補聴器への援助を
　□ 特定健診の項目に聴力検査を加えるように
板倉 正勝　議員
　□ 安心・安全な町づくりへ防犯カメラを
　□ 生活環境を含めた魅力ある町づくりを
　□ 圏央道周辺の開発について
森川 剛典　議員
　□ 保育所の緊急補修について
　□ 将来の構想は　　　　　　　□ 残業が常態化になっていないか
　□ 送迎スペースの確保は　　　□ スキルアップや研修は
　□ 人工芝の設置は　　　　　　□ 町民のスキルアップは
岩瀬 康陽　議員
　□ フューチャーデザインを取り入れるべき
　□ 商工業事業者への支援・施策は
　□ 起業希望者に支援すべき　　□ コワーキングスペース等を整備すべき
宮﨑 裕一　議員
　□ 空き家対策について
　□ 管理不全空き家について　　　　　　★ 交通公園の新設について
　□ 空き家バンクの更なる活用について
　□ 空き家バンクの登録に繋がるイベント等について
加藤 喜男　議員
　□ 直売所構想のイメージは
　□ 児童クラブの状況は　　　　　　　　★ 宿中の再興について
　★ 新型コロナウイルス感染症の状況　　★ 熊野の清水直売所について
　★ 県道の改良について　　　　　　　　★ デマンドタクシーについて
　★ 過疎への対策について　　　　　　　★ 児童クラブについて

P14

P15

P16

P12

P13

P11

P10

一
般
質
問
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を
作
成
す
べ
き
と
思
い

ま
す
が
、
町
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観

点
か
ら
、
リ
サ
イ

ク
ル
や
リ
ユ
ー
ス
の
一
環

と
し
て
、
使
わ
な
く
な
っ

た
園
児
服
や
学
生
服
、

セ
ー
ラ
ー
服
等
を
譲
り
た

い
人
と
譲
っ
て
欲
し
い
人

を
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
保
護
者
の
負
担

も
減
る
と
思
い
ま
す
が
、

町
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

住
民
一
人
一
人

の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

防
災
行
動
計
画
を
、
市
区

町
村
の
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
用
い
て
洪
水
リ

ス
ク
を
知
り
、
最
適
な
避

難
行
動
を
自
ら
考
え
る
も

の
で
す
。

特
に
障
が
い
を
持
っ
た

方
や
高
齢
者
等
に
ど
の
よ

う
に
意
識
づ
け
を
し
て
進

め
て
い
く
の
か
、
町
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

自
分
の
生
き

方
、
し
ま
い
方
を

決
め
る
自
己
決
定
の
ツ
ー

ル
と
し
て
、
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
ノ
ー
ト
が
あ
り
ま
す

が
、
自
分
の
最
期
に
つ
い

て
ど
う
し
た
い
の
か
が
分

か
る
と
、
子
供
や
身
内
、

家
族
の
方
も
安
心
で
き
る

と
思
い
ま
す
。

町
と
し
て
町
民
に
配
布

す
る
考
え
は
な
い
か
伺
い

ま
す
。

問

問

問

問

問

リ
ト
ル
ベ
ビ
ー
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
に
つ
い
て

子
ど
も
の
制
服
等
に

つ
い
て

マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

に
つ
い
て

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

に
つ
い
て

社
会
福
祉
協
議
会
に

相
談

町
福
祉
課
窓
口
で

配
布
し
て
い
る

妊
娠
届
出
時
や
妊
娠
８

か
月
頃
、
出
生
届
出
後
に

保
健
師
等
が
面
談
な
ど
を

継
続
的
に
実
施
し
、
様
々

な
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
必
要

な
支
援
に
繋
ぐ
取
り
組
み

を
し
て
い
き
ま
す
。

現
在
、
作
成
す
る
考
え

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
今
後

は
県
の
動
向
を
注
視
し
て

い
き
ま
す
。

経
済
的
支
援
10
万
円
と

出
産
祝
金
を
合
わ
せ
る

と
、
第
１
子
、
第
２
子
は

20
万
円
、
第
３
子
以
降
は

40
万
円
支
給
し
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
が

行
っ
て
い
る
フ
ー
ド
バ
ン

ク
事
業
を
拡
大
し
て
い
く

こ
と
で
、
制
服
の
リ
ユ
ー

ス
の
問
題
に
対
応
で
き
る

可
能
性
も
あ
る
か
と
思
い

ま
す
の
で
、
働
き
か
け
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に

つ
い
て
は
、
広
報
ち
ょ
う

な
ん
に
毎
年
掲
載
を
し
て

お
り
ま
す
。
日
常
か
ら
ど

の
よ
う
な
避
難
行
動
を
ど

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
起
こ
せ

ば
よ
い
の
か
な
ど
を
家
庭

で
考
え
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
引
き
続
き
周
知
を
続

け
て
い
き
ま
す
。

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

を
含
め
た
終
活
講
座
を
先

月
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の

講
座
で
使
用
し
た
ラ
イ
フ

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
に

つ
い
て
は
、
町
福
祉
課
窓

口
で
配
布
し
て
お
り
ま

す
。

議員丸島なか

健
康
保
険
課
長

健
康
保
険
課
長

健
康
保
険
課
長

健
康
保
険
課
長

県
の
動
向
を
注
視
し

ま
す

広
報
ち
ょ
う
な
ん
に
掲
載

福
祉
課
長

福
祉
課
長

福
祉
課
長

福
祉
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

福
祉
課
長

福
祉
課
長



（11）ちょうなんちょうなん 議 会 だ よ り 第183号
令和５年６月発行

長
柄
町
は
若
者

支
援
と
し
て
、
大

学
等
の
卒
業
後
に
長
柄
町

に
在
住
す
る
対
象
者
に
対

し
て
、
奨
学
金
返
済
額
の

一
部
を
補
助
す
る
奨
学
金

返
済
事
業
を
始
め
る
と
の

こ
と
で
す
。

本
町
も
ず
っ
と
町
に
住

み
続
け
て
も
ら
え
る
よ
う

な
策
と
し
て
、
何
年
か
町

に
住
め
ば
、
奨
学
金
の
返

済
が
不
要
に
な
る
よ
う
な

制
度
を
作
る
考
え
は
な
い

か
伺
い
ま
す
。

補
聴
器
購
入
は

国
が
行
う
べ
き
と

し
て
い
ま
す
が
、
国
の
補

聴
器
補
助
制
度
の
実
現
は

ど
の
く
ら
い
先
な
の
か
、

ま
た
町
と
し
て
加
齢
性
難

聴
に
対
す
る
補
助
制
度
を

つ
く
る
考
え
は
な
い
の
か

伺
い
ま
す
。

加（
※
１
）齢

性
難
聴
を

早
期
に
発
見
す
る

た
め
、
特
定
健
診
の
検
査

項
目
に
聴
力
検
査
を
取
り

入
れ
、
検
査
結
果
で
問
題

が
出
た
方
に
補（
※
２
）聴
器
技
能

者
に
よ
る
、
補
聴
器
専
門

店
や
相
談
員
を
紹
介
す
る

制
度
を
作
る
考
え
は
あ
る

か
伺
い
ま
す
。

奨
学
金
の
返
済
制
度

に
つ
い
て

加
齢
性
難
聴
に
補
聴

器
へ
の
援
助
を

加藤喜男

小・中学校への入学時に
祝い金の支給を

子育て中の親の意見を聞いて判断

多
古
町
は
小
学

校
入
学
時
に
20
万

円
、
中
学
校
入
学
時
に

20
万
円
、
中
学
校
卒
業
時

に
30
万
円
の
祝
い
金
を
支

給
し
て
い
ま
す
。

長
南
町
も
子
育
て
応

援
、
子
育
て
支
援
と
し
て

小
・
中
学
校
入
学
時
の
節

目
に
町
か
ら
祝
い
金
を
支

給
す
る
考
え
は
あ
る
か
伺

い
ま
す
。

問

問

問

問

本
町
は
、
学
校
給
食
費

を
一
昨
年
に
無
償
化
し
た

こ
と
も
あ
り
、
子
育
て
支

援
に
厚
い
町
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

現
金
給
付
は
、
国
の
方

で
も
考
え
て
い
る
こ
と
な

平
成
29
年
度
を
最
後
に

新
規
の
貸
付
者
は
お
ら

ず
、
現
在
５
名
の
方
が
返

済
を
し
て
い
ま
す
。

若
者
の
定
住
促
進
や
教

育
費
の
軽
減
負
担
な
ど
、

時
代
に
合
っ
た
奨
学
金
制

度
を
今
後
考
え
て
い
き
ま

す
。

特
定
健
診
は
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に

着
目
し
た
検
査
項
目
で
の

健
康
診
査
で
す
。

糖
尿
病
や
高
血
圧
症
な

ど
の
病
気
の
リ
ス
ク
を
未

然
に
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
健
康
診
査
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
聴
力
検
査

を
特
定
健
診
に
加
え
る
予

定
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

国
の
補
助
制
度
の
実
現

は
ど
の
く
ら
い
先
か
ま
だ

示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

現
段
階
で
加
齢
性
難
聴

に
よ
る
補
聴
器
購
入
の
助

成
制
度
を
設
け
て
い
る
自

治
体
が
少
な
く
、
今
後
の

国
の
方
針
や
動
向
を
注
視

し
ま
す
が
、
現
時
点
で
は

加
齢
性
難
聴
に
対
す
る
補

助
制
度
は
難
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

議員和田和夫
の
で
、
町
と
し
て
の
次
の

子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て

は
、
子
育
て
中
の
親
御
さ

ん
の
意
見
を
聞
い
て
か

ら
、
判
断
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

町
　
長

町
　
長

学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長

健
康
保
険
課
長

健
康
保
険
課
長

福
祉
課
長

福
祉
課
長

特
定
健
診
の
項
目
に

聴
力
検
査
を
加
え
る

よ
う
に

助
成
を
し
て
い
る
自

治
体
が
少
な
い

特
定
健
診
は
生
活
習
慣
病

を
未
然
に
防
ぐ
制
度
で
す

時
代
に
あ
っ
た
制
度

を
考
え
た
い

用
語
解
説

加（
※
１
）齢性
難
聴

音
を
感
知
す
る
有
毛
細

胞
が
加
齢
に
よ
り
損
傷
す

る
こ
と
で
、
聞
こ
え
づ
ら

く
な
る
ほ
か
、
脳
の
認
知

能
力
が
低
下
す
る
可
能
性

も
あ
る
難
聴
の
こ
と

補（
※
２
）聴器
技
能
者

基
準
以
上
の
知
識
や
技

術
を
習
得
し
、
認
定
さ
れ

た
資
格
者
で
あ
り
、
補
聴

器
の
販
売
や
調
整
に
携
わ

る
人
の
こ
と
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加藤喜男

安心・安全な町づくりへ
防犯カメラを

設置箇所数は19ヶ所です

現
在
の
防
犯
カ

メ
ラ
設
置
状
況
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

草
刈
り
機
等
の
盗
難
の

多
発
や
高
齢
者
の
徘
徊
、

昨
今
話
題
の
強
盗
殺
人
で

も
防
犯
カ
メ
ラ
が
早
期
解

決
の
一
助
に
な
っ
て
い
る

傾
向
が
あ
り
ま
す
。

高
齢
化
が
進
む
長
南
町

に
お
い
て
、「
住
民
の
安

心
・
安
全
な
町
づ
く
り
を
」

町
で
協
議
し
て
い
た
だ

き
、
少
し
で
も
早
く
何
ヶ

所
か
設
置
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

少
し
で
も
若
者

の
町
外
流
出
を
食

い
止
め
る
た
め
、
分
譲
地

造
成
を
進
め
て
住
宅
環
境

を
整
え
た
り
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
職
員
が
町

の
若
者
の
先
頭
に
立
っ

て
、
お
手
本
と
な
る
よ
う

な
職
員
づ
く
り
を
お
願
い

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。町

内
職
員
の
増
加
に
お

け
る
防
災
に
強
い
町
づ
く

り
を
期
待
し
、「
希
望
の

持
て
る
町
づ
く
り
」
と
、

「
若
者
に
希
望
を
持
て
る

町
づ
く
り
」
を
や
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す

が
、
町
の
考
え
を
伺
い
ま

す
。

成
田
空
港
ま
で

の
圏
央
道
が
開
通

す
れ
ば
、
羽
田
や
成
田
１

時
間
圏
と
な
り
、
物
流
拠

点
の
誘
致
を
進
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
商
業
用
地
等
の

開
発
へ
の
道
筋
が
見
え
て

く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
長
南
町
の
魅
力

で
あ
る
、「
ガ
ス
」
を
売

り
物
に
し
て
企
業
を
呼
ぶ

と
い
う
の
も
、
一
番
大
事

だ
と
考
え
ま
す
。

今
後
、
成
田
空
港
ま
で

の
圏
央
道
が
開
通
す
る
前

に
、
道
筋
を
つ
け
な
け
れ

ば
、
こ
れ
か
ら
長
南
町
は

発
展
す
る
要
素
が
な
く
な

る
可
能
性
も
あ
る
た
め
、

１
つ
だ
け
で
も
早
く
着
手

問

問

問

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
箇

所
数
は
19
ヶ
所
で
す
。

防
犯
カ
メ
ラ
は
犯
罪
の

若
手
職
員
と
の
意
見
交

換
で
は
、
民
間
企
業
に
よ

る
住
宅
建
設
や
住
民
サ
ー

ビ
ス
に
重
き
を
置
い
た
町

づ
く
り
の
た
め
に
財
源
を

充
て
る
こ
と
が
よ
い
と
の

考
え
や
、
生
活
圏
域
関
係

で
は
、
生
活
ス
タ
イ
ル
の

効
率
化
や
利
便
性
を
求
め

る
傾
向
が
若
者
の
間
で
は

あ
り
ま
す
と
い
っ
た
意
見

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

意
見
交
換
を
す
る
こ
と

で
、
職
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
充
実
し
、

職
員
の
資
質
向
上
を
図
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

圏
央
道
沿
い
に
は
、
企

業
誘
致
等
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

町
に
進
出
し
て
く
れ
る

と
い
う
企
業
が
あ
っ
た
場

合
に
、
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

が
必
要
と
あ
れ
ば
、
町
と

し
て
支
援
で
き
る
か
と
い

う
こ
と
も
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

若
者
が
町
を
離
れ
て
い

く
理
由
は
多
種
多
様
で
あ

り
、
こ
れ
を
食
い
止
め
る

た
め
の
複
雑
で
多
様
化
し

議員板倉正勝

圏
央
道
周
辺
の
開
発

に
つ
い
て

生
活
環
境
を
含
め
た

魅
力
あ
る
町
づ
く
り
を

若
手
職
員
と
の
意
見

交
換
を
継
続
し
て
い
く

企
業
誘
致
等
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い

副副    

町町    

長長

町
　
長

町
　
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

抑
止
力
や
事
件
等
の
早
期

解
決
に
つ
な
が
る
効
果
が

期
待
さ
れ
る
た
め
、
ま
ず

は
モ
デ
ル
的
な
設
置
を
考

え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

た
、
ま
ち
づ
く
り
に
あ

た
っ
て
、
行
政
と
し
て
は

手
を
打
ち
に
く
い
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
が
、
で
き
る

こ
と
か
ら
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▶�

圏
央
道
（
茂
原
長
南
Ｉ
Ｃ
）

入
口
付
近

ス
ペ
ー
ス
の
確
保
や
改
善

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
が
、
考
え
を
伺
い

ま
す
。
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森川剛典 議員

保育所の緊急補修について
現地を確認して修繕等を判断したい

木
造
園
舎
の
廊

下
部
分
は
緊
急
補

修
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す

が
、
考
え
を
伺
い
ま
す
。

保
育
所
の
老
朽

化
が
進
ん
で
い
ま

す
が
、
こ
ど
も
園
を
含
め

た
建
直
し
や
将
来
の
構
想

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
伺

い
ま
す
。

遊
び
場
や
プ
ー

ル
の
水
遊
び
等
に

使
う
人
工
芝
の
設
置
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

行
政
の
デ
ジ
タ

ル
化
を
進
め
る
中

で
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

や
研
修
に
つ
い
て
ど
う
考

え
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

町
民
の
デ
ジ
タ

ル
化
に
対
応
す

る
、
町
民
全
体
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
が
、
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

保
護
者
の
マ
イ

カ
ー
に
よ
る
送
迎

職
員
の
残
業
が

特
定
の
課
で
常
態

問

問

問

問

問

問

問

現
地
を
確
認
し
て
修
繕

等
に
つ
い
て
判
断
し
た
い

と
考
え
ま
す
。

本
町
に
は
私
立
の
幼
稚

園
も
あ
り
ま
す
の
で
、
保

育
所
と
幼
稚
園
の
長
所
と

短
所
を
補
完
し
あ
い
な
が

ら
保
育
所
を
こ
の
ま
ま
継

続
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

送
迎
バ
ス
の
昇
降
場
所

と
本
館
入
り
口
ま
で
の
ス

ペ
ー
ス
を
利
用
す
る
な
ど

改
善
策
に
つ
い
て
検
討
し

ま
す
。

職
員
の
健
康
面
を
考
え

な
が
ら
、
勤
務
体
制
に
つ

い
て
は
適
正
な
処
置
を

と
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

町
長
を
本
部
長
と
し
、

課
長
職
で
構
成
す
る
推
進

本
部
会
議
及
び
係
長
等
を

中
心
と
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
普
及
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
普
及
促
進
が
重
要
だ

と
考
え
、
出
前
講
座
の
新

メ
ニ
ュ
ー
な
ど
を
設
け
る

予
定
で
す
。

今
後
は
Ｉ
Ｔ
専
門
業
者

リ
ン
グ
ロ
ー
㈱
等
と
協
働

方
式
を
深
め
、
進
化
さ
せ

た
い
と
思
い
ま
す
。

設
置
に
つ
い
て
導
入
す

る
方
向
で
検
討
し
ま
す
。

令
和
11
年
度
ま
で
に
建

て
替
え
や
場
所
に
つ
い
て

検
討
し
、
そ
の
中
で
こ
ど

も
園
も
含
め
て
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

町
　
長

町
　
長

△保育所の木造園舎
　廊下部分

△保育所の送迎をしている様子

福
祉
課
長

福
祉
課
長

福
祉
課
長

福
祉
課
長

福
祉
課
長

福
祉
課
長

残
業
が
常
態
化
に

な
っ
て
い
な
い
か

出
前
講
座
の
新
メ

ニ
ュ
ー

将
来
の
構
想
は

人
工
芝
の
設
置
は

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
研
修
は

町
民
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
は

送
迎
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
は

こ
の
ま
ま
継
続

改
善
策
を
検
討

導
入
の
方
向
で
検
討

適
正
な
処
置
を

４
回
開
催
し
ま
し
た

副副    

町町    
長長

副副    
町町    
長長

ス
ペ
ー
ス
の
確
保
や
改
善

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

化
し
て
い
る
よ
う
で
す

が
、
仕
事
の
平
準
化
に
向

け
た
取
り
組
み
や
要
員
配

置
は
行
わ
れ
て
い
る
か
伺

い
ま
す
。

企
画
政
策
課
主
幹

企
画
政
策
課
主
幹

企
画
政
策
課
主
幹

企
画
政
策
課
主
幹

グ
ル
ー
プ
の
推
進
部
会
を

設
置
し
ま
し
た
。

実
務
的
な
内
容
の
研
修

会
を
４
回
ほ
ど
開
催
し
、

職
員
全
体
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
等
を
図
っ
て
い
ま
す
。
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用
語
解
説

フ（
※
１
）ュー

チ
ャ
ー
デ
ザ
イ
ン

将
来
の
世
界
に
生
き
る

未
来
人
の
視
点
か
ら
、
現

在
と
る
べ
き
策
を
提
言
す

る
考
え
方
の
こ
と

ワ（
※
２
）ーク

シ
ョ
ッ
プ

参
加
者
の
主
体
性
を
重

視
し
た
体
験
型
の
講
座
・

グ
ル
ー
プ
学
習
の
こ
と

コ（
※
３
）ワー

キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

会
社
員
な
ど
が
、
他
の

人
と
場
所
を
共
有
し
て
仕

事
を
行
う
作
業
場
所
の
こ

と

岩瀬康陽 議員

フ
（ ※ １ ）

ューチャーデザインを
取り入れるべき

具体的な手法を検討していく

ま
ち
づ
く
り
に

は
、
我
々
現
役
世

代
が
将
来
、
町
を
担
う
将

来
世
代
に
、
負
担
を
か
け

な
い
視
点
で
、
現
在
と
る

べ
き
計
画
や
施
策
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
将
来

世
代
の
視
点
で
、
ま
ち
づ

く
り
を
考
え
る
、
フ
ュ
ー

チ
ャ
ー
デ
ザ
イ
ン
を
取
り

入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

町
内
の
商
工

業
、
特
に
商
業
に

つ
い
て
は
、
事
業
の
廃
止

が
進
ん
で
、
町
民
の
買
い

物
に
支
障
を
き
た
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
工
業
に
つ

い
て
も
、
担
い
手
と
後
継

者
不
足
の
状
況
に
あ
る
と

推
察
さ
れ
て
、
町
の
積
極

的
な
支
援
が
低
い
と
思
わ

れ
ま
す
。

今
ま
で
町
は
、
商
工
業

に
ど
の
よ
う
な
支
援
・
施

策
を
行
っ
て
き
た
の
か
伺

い
ま
す
。

町
の
経
済
活
性

化
の
た
め
に
、
若

者
や
移
住
者
等
の
知
見
と

能
力
を
活
か
し
た
、
成
長

分
野
で
の
起
業
が
必
要
で

す
。町

は
、
起
業
希
望
者
に

事
業
計
画
の
策
定
や
資
金

調
達
等
を
積
極
的
に
支
援

す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

起
業
を
成
功
さ

せ
る
に
は
、
ビ
ジ

ネ
ス
の
専
門
的
な
知
識
や

技
術
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ

ス
、
ま
た
利
用
者
同
士
の

交
流
の
場
等
の
起
業
に
関

す
る
支
援
が
受
け
ら
れ
る

施
設
が
必
要
で
す
。

町
は
、
空
き
家
等
を
活

用
し
て
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ

問

問

問

問

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
デ
ザ
イ

ン
は
、
持
続
可
能
な
社
会

の
形
成
に
向
け
た
、
新
た

な
政
策
の
検
討
手
法
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
各
種
施
策
の

検
討
等
に
お
け
る
、
住
民

町
は
、
商
工
会
に
運
営

起
業
希
望
者
が
、事
業

計
画
策
定
や
資
金
調
達
に

お
い
て
、県
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
の
適
切
な
ア
ド
バ
イ

ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
な

支
援
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
移
住
者
等
か
ら

起
業
の
相
談
が
増
え
て
き

た
ら
、
町
独
自
の
財
政
支

援
と
し
て
、
起
業
・
創
業

に
係
る
経
費
の
助
成
も
考

え
て
い
き
ま
す
。

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー

ス
は
、
起
業
直
後
の
事
業

所
に
係
る
経
費
も
抑
え
ら

れ
ま
す
の
で
、
空
き
家
等

を
活
用
し
た
環
境
整
備
も

必
要
と
考
え
ま
す
。

コ（
※
３
）ワー

キ
ン
グ
ス
ペ
ー

ス
等
を
整
備
す
べ
き

商
工
業
事
業
者
へ
の

支
援
・
施
策
は

起
業
希
望
者
に
支
援

す
べ
き

商
工
会
に
運
営
補
助
金

等
を
交
付
し
て
支
援

企
画
政
策
課
長

企
画
政
策
課
長

参
加
型
の
ワ（
※
２
）ーク
シ
ョ
ッ

プ
手
法
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
本
町
に
な
じ
む
具
体

的
な
手
法
を
検
討
し
て
行

き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。産

業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

補
助
金
を
、
ま
た
商
工
会

が
行
っ
て
い
る
事
業
者

の
、
設
備
改
善
資
金
に
伴

う
、
利
子
補
給
事
業
に
も

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。な

お
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
、
売
上
げ
が
減
少
し
た

事
業
者
に
、
支
援
金
の
給

付
を
行
う
と
と
も
に
、
全

町
民
に
地
域
応
援
券
を
発

行
し
て
、
店
舗
等
へ
の
支

援
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

起
業
希
望
者
の
支
援

に
努
め
る

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
は
必
要

ス
ペ
ー
ス
等
を
整
備
す
べ

き
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
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宮﨑裕一 議員

空き家対策について
空き家数は、町全体で228件

空
き
家
に
つ
い

て
は
、
周
辺
の
生

活
環
境
を
害
す
る
恐
れ
が

懸
念
さ
れ
、
全
国
的
に
も

大
変
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。本

町
に
お
け
る
空
き
家

数
の
把
握
と
現
状
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

建
物
の
老
朽
化

を
始
め
、
樹
木
の

繁
茂
、
害
虫
、
害
獣
の
住

み
家
に
な
っ
て
お
り
、
火

災
や
ゴ
ミ
な
ど
の
多
岐
に

渡
る
課
題
が
あ
り
ま
す
。

管
理
不
全
空
き
家
と
思

わ
れ
る
件
数
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

本
町
で
は
、
令

和
４
年
３
月
に

「
長
南
町
空
き
家
等
対
策

計
画
」
を
策
定
し
、
空
き

家
等
対
策
に
関
す
る
施
策

を
総
合
か
つ
計
画
的
に
推

進
し
て
い
く
と
し
て
い
ま

す
。基

本
的
な
考
え
方
と
現

状
の
具
体
的
な
取
組
み
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

他
自
治
体
で

は
、
空
き
家
の

ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る

な
か
で
、
家
屋
が
古
く
て

も
取
り
壊
さ
ず
、
家
の
傷

み
が
進
む
前
に
、
リ

フ
ォ
ー
ム
し
て
再
利
用
し

た
方
が
良
い
と
、
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
を
開
催
し
、
ア

ド
バ
イ
ス
等
し
て
い
ま

す
。本

町
で
は
、
ど
う
進
め

る
の
か
伺
い
ま
す
。

問

問

問

問

地
区
別
の
空
き
家
数
の

状
況
は
、
長
南
61
件
、
豊

栄
34
件
、
西
69
件
、
東
64

件
で
あ
り
、
町
全
体
で

２
２
８
件（
２
月
末
現
在
）

の
空
き
家
を
把
握
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
移
住
相
談
の
件

数
は
、
１
２
８
件
（
２
月

末
現
在
）
で
す
。

管
理
不
全
空
き
家
の
地

区
別
数
は
、
長
南
4
件
、

豊
栄
5
件
、
西
3
件
、
東

19
件
で
あ
り
、
町
全
体
で

31
件
の
管
理
不
全
空
き
家

を
把
握
し
て
い
ま
す
。

使
う
予
定
が
な
い
空
き

家
は
売
れ
る
時
に
売
る
、

借
り
手
が
い
る
時
に
貸

す
、
と
い
う
事
が
空
き
家

を
活
か
す
最
良
の
方
法
と

考
え
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
取
組
み
方
法

は
、
所
有
者
の
活
用
意
識

の
掘
り
起
し
に
関
す
る
取

組
み
、
所
有
者
等
に
対
す

る
相
談
体
制
の
整
備
、
地

空
き
家
等
の
所
有
者
、

管
理
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
る

様
々
な
相
談
に
対
応
す
る

た
め
建
築
、
不
動
産
、
法

律
等
の
幅
広
い
分
野
の
専

門
家
と
連
携
し
、
空
き
家

等
の
活
用
、
流
通
に
関
す

る
総
合
的
な
窓
口
と
し
て

対
応
で
き
る
相
談
体
制
を

構
築
し
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

に
も
参
加
し
て
い
き
ま

す
。ま

た
、
今
後
の
空
き
家

に
対
す
る
対
応
と
し
て

は
、
空
き
家
の
魅
力
を
感

じ
て
い
た
だ
く
た
め
、
空

き
家
物
件
の
見
学
ツ
ア
ー

の
開
催
や
、
空
き
家
を
１

軒
借
り
切
っ
て
の
お
試
し

移
住
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま

す
。

管（
※
１
）理

不
全
空
き
家
に

つ
い
て

空
き
家
バ
ン
ク
の
更

な
る
活
用
に
つ
い
て

管
理
不
全
空
き
家
数

は
、
31
件

所
有
者
等
に
対
す
る

相
談
体
制
整
備

見
学
ツ
ア
ー
な
ど
を

開
催
し
進
め
た
い

用
語
解
説

管（
※
１
）理不
全
空
き
家

周
辺
の
生
活
環
境
を
害

す
る
恐
れ
が
あ
る
も
の

や
、
住
民
の
生
命
、
身
体
、

財
産
に
被
害
を
及
ぼ
す
、

空
き
家
と
敷
地
の
こ
と

企
画
政
策
課
長

企
画
政
策
課
長

企
画
政
策
課
長

企
画
政
策
課
長

企
画
政
策
課
長

企
画
政
策
課
長

企
画
政
策
課
長

企
画
政
策
課
長

域
に
よ
る
空
き
家
等
の
活

用
支
援
に
関
す
る
取
組

み
、
最
後
に
移
住
者
に
対

す
る
取
組
み
で
あ
り
、
本

町
で
は
独
自
に
空
き
家
の

業
務
担
当
の
会
計
年
度
職

員
が
丁
寧
に
移
住
予
定
者

に
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
の
登

録
に
繋
が
る
イ
ベ
ン

ト
等
に
つ
い
て
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町
　
長

町
　
長

加藤喜男 議員

直売所構想のイメージは
組織を作り、経営戦略を練ってもらいたい

町
長
か
ら
令
和

５
年
度
の
施
政
方

針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
中
か
ら
今
後
検
討
を
進

め
て
い
く
予
定
と
述
べ

た
、
農
産
物
直
売
所
に
つ

い
て
、
お
聞
き
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

場
所
や
規
模
や
時
期
の

問
題
も
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
前
段
階
と
し
て
、
い
か

に
農
産
物
、
い
わ
ゆ
る
商

品
を
揃
え
る
か
、
揃
え
ら

れ
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
が

問
題
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
特
に
野
菜
づ
く
り
は

知
識
や
経
験
が
必
要
で

す
。
売
り
物
に
で
き
る
も

の
を
作
ろ
う
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
と
、
大
変
な

労
力
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。

保
護
者
の
方
が

「
定
員
40
名
の
と

こ
ろ
、
来
年
度
は
１
０
０

名
に
近
い
希
望
者
が
い
る

よ
う
で
大
変
で
す
。」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

今
年
度
は
班
を
分
け
て

改
善
セ
ン
タ
ー
な
ど
を

使
っ
て
対
応
し
て
い
る
よ

う
で
、
児
童
や
保
護
者
並

び
に
従
事
し
て
い
る
指
導

者
の
方
々
も
大
変
の
よ
う

で
す
が
、
状
況
な
ど
を
お

聞
か
せ
下
さ
い
。

問

問

直
売
所
の
大
き
な
課
題

は
、
年
間
を
通
し
て
い
か

に
品
揃
え
が
で
き
る
か
と

い
う
こ
と
と
、
安
定
し
た

経
営
が
で
き
る
か
と
い
う

こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
過
去
に
道
の
駅
を
つ

く
っ
た
ら
ど
う
か
と
い
う

よ
う
な
要
望
が
あ
り
ま
し

た
が
、
つ
く
る
こ
と
に
積

極
的
に
な
れ
な
か
っ
た
と

い
う
の
が
、
今
述
べ
た
理

由
か
ら
で
す
。

定
員
に
つ
い
て
は
40
名

で
す
。
現
在
支
援
員
は
10

名
で
、
平
日
は
シ
フ
ト
制

に
よ
り
支
援
員
３
人
体
制

で
保
育
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。受

入
れ
状
況
に
つ
き
ま

し
て
は
、
こ
の
１
月
末
現

在
の
登
録
者
数
は
80
名

現
在
、
町
内
に
は
販
売

用
の
野
菜
を
作
っ
て
い
る

方
々
も
見
受
け
ら
れ
ま
す

が
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
な
と
い
う
ふ
う
に
感
じ

て
い
ま
す
。
年
間
を
通
じ

て
商
品
を
確
保
す
る
こ
と

は
非
常
に
難
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

何
を
売
る
の
か
、
商
品

の
確
保
に
つ
い
て
、
イ

メ
ー
ジ
で
も
よ
ろ
し
い
で

す
か
ら
、
思
っ
て
い
る
感

じ
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

直
売
所
は
、
こ
れ
よ
り

規
模
が
だ
い
ぶ
小
さ
く
な

る
わ
け
で
す
の
で
、
さ
ほ

ど
心
配
は
し
て
お
り
ま
せ

ん
が
、
こ
の
課
題
に
つ
い

て
は
、
き
ち
っ
と
対
策
を

練
っ
て
い
か
な
く
て
は
い

け
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。こ

の
施
設
は
「
町
民
に

よ
る
町
民
の
た
め
の
施

設
」
と
い
っ
た
位
置
づ
け

に
し
て
お
り
ま
し
て
、
う

ま
く
い
く
か
ど
う
か
は
経

営
力
、
企
画
力
に
よ
る
も

の
と
思
っ
て
い
ま
す
。
町

内
全
域
の
様
々
な
生
産
者

や
事
業
者
か
ら
参
加
を
募

り
、
組
織
を
つ
く
っ
て
、

経
営
戦
略
を
練
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

議
論
に
議
論
を
重
ね

て
、
こ
れ
で
い
け
る
と
判

断
し
た
ら
、
施
設
整
備
に

着
手
す
る
と
い
う
考
え
で

進
め
て
い
き
ま
す
。

児
童
ク
ラ
ブ
の
状
況
は

利
用
者
は
、
こ
こ
５

年
が
ピ
ー
ク

福
祉
課
長

福
祉
課
長

で
、
そ
の
う
ち
実
際
に
利

用
し
て
い
る
児
童
は
60

名
、
平
均
す
る
と
１
日
当

た
り
36
名
の
児
童
が
利
用

し
て
い
ま
す
。

40
名
を
超
え
た
場
合
に

つ
き
ま
し
て
は
、
分
散
保

育
と
い
う
こ
と
で
、
改
善

セ
ン
タ
ー
等
で
保
育
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

来
年
度
の
申
込
者
数
に

つ
き
ま
し
て
は
現
在
91
名

と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
う

ち
通
年
利
用
を
希
望
し
て

い
る
児
童
に
つ
い
て
は
57

名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
定
員
を
超
え
た
場
合

は
、
引
き
続
き
改
善
セ
ン

タ
ー
等
で
分
散
保
育
を
実

施
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
分
散
保
育
に
よ

り
支
援
員
の
負
担
増
と
な

り
ま
す
の
で
、
負
担
軽
減

の
た
め
に
も
、
支
援
員
の

増
員
を
お
願
い
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

利
用
者
数
の
今
後
に
つ

い
て
は
、
こ
こ
５
年
ぐ
ら

い
が
ピ
ー
ク
と
思
っ
て
い

ま
す
。
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新しい議場をご紹介します！

議
長
・
議
員
が
出
席
ま
た
は

参
加
し
た
主
な
行
事

【
2
月
】

　
6
日　
長
生
郡
市
議
員
会
地
区
交
流
会

　
13
日　
千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
定
例
会 

　
　
　
　
（
和
田
議
員
）

　
15
日　
議
会
全
員
協
議
会

　
19
日　
九
十
九
里
地
域
水
道
企
業
団
理
事
会（
松
野
議
長
）

　
21
日　

�

長
生
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会
定
例
会 

（
松
野
議

長
・
御
園
生
議
員
）

　
24
日　
議
会
運
営
委
員
会

【
3
月
】

　
6
日　
第
１
回
定
例
議
会
（
～
15
日
）

　
　
　
　
各
常
任
委
員
会

【
4
月
】

　
13
日　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

【
5
月
】

　
1
日　
初
議
会
前
の
議
員
懇
談
会

　
8
日　
第
１
回
臨
時
議
会
（
初
議
会
）

　
11
日　
長
生
郡
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
議
会（
松
野
議
長
）

　
17
日　
長
生
郡
町
村
議
会
議
長
会
総
会
（
松
野
議
長
）

　
22
日　

�

新
人
議
員
・
事
務
局
職
員
合
同
研
修
会
（
鈴
木
議

員
・
太
田
議
員
）

　
23
日　
新
庁
舎
完
成
記
念
式
典

　
29
日　
千
葉
県
町
村
議
会
議
長
会
定
例
会
・
政
務
研
究
会

　
　
　
　
（
松
野
議
長
）

　
30
日　
議
会
運
営
委
員
会

　長南町議会では、年４回（2･6･9･12 月）開催される定例会などの本会議を役場本庁舎の３階にある、「議
場」で行います。
　あまり目にする機会のない議場を少しだけご紹介いたします。

　本会議の傍聴を希望する方は、当日に役場本庁舎３階までお越しください。本会議の日程については、
決まり次第、町ホームページに掲載いたします。
　また、議会中継を役場本庁舎１階の住民ホールで放映しております。これらを許可なく、スマートフォ
ンや、ビデオ等で、撮影・録音を行うことは御遠慮ください。

▲傍聴席から見た議場　手前側が議員席、奥側が執行部（町職員）席

▲一般傍聴席は 25 席、報道席は 4 席あります。▲傍聴席入口



町ホームページに定例議会等の会議録を公開しています。
ホームページアドレス⇨ https://www.town.chonan.chiba.jp/chousei/gikai/　（過去の議会報もご覧いただけます。）

長南町議会広報特別委員会

発行責任者　　松　野　唱　平
委 員 長　　加　藤　喜　男
副委員長　　太　田　久　之
委 員　　森　川　剛　典

同 　　河　野　康二郎
同 　　鈴　木　ゆきこ

清清し
み
ず

し
み
ず水水　　

陽陽よ
う
こ

よ
う
こ子子  

さ
ん
さ
ん

鶴鶴つ
る
お
か

つ
る
お
か岡岡　

と
し
み

　

と
し
み  

さ
ん
さ
ん
若い力
ちょうなんの

新
し
い
家
族
を
歓
迎
し
た
い

新
し
い
家
族
を
歓
迎
し
た
い

自
然
と
つ
な
が
る
豊
か
な
暮
ら
し

自
然
と
つ
な
が
る
豊
か
な
暮
ら
し

私
は
長
南
町
で
生
ま
れ

育
ち
、
長
南
町
に
家
を
建

て
ま
し
た
。
自
然
豊
か
で

お
米
や
お
野
菜
が
と
て
も

美
味
し
く
、
町
の
人
々
は

皆
穏
や
か
で
気
軽
に
声
を

か
け
て
く
だ
さ
り
ま
す
。

私
が
家
を
建
て
た
理
由

は
「
自
然
豊
か
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
場
所
」
だ
と

感
じ
た
か
ら
で
す
。
現
在

子
育
て
中
で
す
が
、
娯
楽

施
設
と
は
違
っ
た
大
自
然

が
身
近
に
あ
り
、
子
供
た

ち
は
自
然
の
中
で
自
由
に

第
３
子
が
誕
生
し
た
際

に
、
町
か
ら
は
お
祝
い
金

や
袖
凧
な
ど
を
い
た
だ

き
、
子
供
た
ち
へ
の
手
厚

い
ご
支
援
、
い
つ
も
親
身

に
な
っ
て
く
だ
さ
る
地
域

の
み
な
さ
ん
に
は
本
当
に

助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
「
家
を
建
て
た

く
て
も
、
土
地
が
見
つ
け

ら
れ
な
い
」
時
々
、
そ
ん

な
声
を
耳
に
し
ま
す
。
定

期
的
に
宅
地
を
整
備
し
て

い
た
だ
き
、
ど
ん
ど
ん
新

し
い
家
族
が
増
え
て
く
れ

の
び
の
び
と
育
っ
て
い
ま

す
。そ

し
て
、
長
南
町
の
子

育
て
支
援
は
非
常
に
手
厚

く
、
都
市
部
で
問
題
に

な
っ
て
い
る
待
機
児
童
も

無
く
、
共
働
き
す
る
子
育

て
世
代
に
は
よ
り
良
い
環

境
だ
と
思
い
ま
す
。
一
方

で
、
ス
ー
パ
ー
が
無
い
事

が
不
便
に
思
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
検
討
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

た
ら
嬉
し
い
で
す
。

自
然
豊
か
で
魅
力
あ
ふ

れ
る
長
南
町
。
こ
の
町
の

良
さ
を
よ
り
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
い
、
こ
れ
以

上
に
少
子
化
が
進
ま
な
い

こ
と
を
願
い
ま
す
。

新しい議場で議会を
傍聴してみませんか？
めんどうな手続きはありま
せん。１人でも団体でも傍
聴できますので、ぜひお越
しください。

次回の定例議会は、

6月７日㈬から
開会の予定です。

世
界
中
を
騒
が
せ
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
よ
う
や
く
沈

静
化
し
て
き
ま
し
た
。
日
本
で
も
本

年
３
月
に
は
マ
ス
ク
の
着
用
が
個
人

の
判
断
と
な
り
、
５
月
に
は
感
染
症

法
上
の
位
置
づ
け
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
並
み
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
原
則
と
し
て
ど
の
医
療

機
関
で
も
診
療
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

マ
ス
ク
に
つ
い
て
は
現
在
で
も
多

く
の
人
が
着
用
し
て
い
ま
す
。特
に
、

ご
婦
人
方
の
ほ
と
ん
ど
は
着
用
し
て

い
る
よ
う
で
す
。
こ
れ
は
、
感
染
予

防
と
は
別
の
便
利
さ
に
気
づ
い
た
の

で
し
ょ
う
か
？
ご
婦
人
方
は
、
マ
ス

ク
依
存
症
と
な
り
、「
マ
ス
ク
は
永

久
に
不
滅
で
す
」
と
な
っ
て
し
ま
う

の
で
し
ょ
う
か
？

議
会
の
改
選
に
よ
り
、
編
集
委
員

５
名
の
う
ち
３
名
が
入
れ
替
わ
り
ま

し
た
。
次
回
号
よ
り
新
た
な
組
織
で

「
議
会
だ
よ
り
」
を
発
行
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。�

（
加
藤　
喜
男
）

編
集
の
あ
と
で

広
報
特
別
委
員
会

新
委
員
の
紹
介後列左から、鈴木委員、河野委員、森川委員

前列左から、太田副委員長、加藤委員長、松野議長


